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緒 言

従来,熱気浴療法は慢性関節リウマチ,その他の疾患

に有効であるとされている (鈴木,1964).熱気浴の生

体に及ぼす影響については,循環器系や酵素系 (松本,

1958)などについて若干の考察は加えられているが,不

明な点も多く,掛 こ血球に対する影響については,ほと

んど検討されていない (井上,1962).今回,著者らは

熱気浴のモルモット血球系に及ぼす影響について若干の

検討を加えたので報告する.

実験材料ならびに実験方法

実験材料

実験動物には,300g前後の健常なモルモットを使用

した.

使用熱気浴室と熱気浴の方法

岡山大学温泉研究所には,高温度の温泉浴槽を有する

地下分室があり,ここは温泉熱とその熱気で熱気浴室と

して使用可能である.この熱気浴室に,モルモットを30

分間入れ.その前後における血球系の変動について検討

した.実験は,2週間の間隔で2回行なった･第1回実

験の熱気浴室は,室温40oC,湿度87%,第2回実験で

は,室温43oC,湿度75%であった.なお,実験前後の室

内ラド./濃度は139.1×10~12Ci/Pであった･(振動容量

型電位計で測定)

観察方法と検査項目

実験群,対照群いづれも各群4-5匹について,熱気

浴直前,直後,30分後,60分後,120分後の計5回,モ

ルモットの耳莱血を採取し白血球数および白血球分類を

行なった･白血球分類は,末梢血塗抹メイギムザ染色標

本を作成し,500個の細胞を検鏡し,好中球,リンパ球,

単球,好塩基球,好酸球,Eurlo∬細胞の分類を行 っ

た･なお,対照群では,採血という一種の刺激によって

血球成分が変動するかどうかをみるため,モルモット10

匹を使用して,熱気浴をさせずに,0分後,30分後,60

分後,120分後の計4回採血し,上記と同じ項目につい

て2回にわたり実験を行なった.

美顔成績

1. 白血球数の変動

熱気浴前後の白血球数の変動は,対照群においては,

第1回実験では漸増傾向を示したが,第2回実験ではほ

とんど不変であった.

一方第1回熱気浴では,漸増傾向を示し,特に120分

値は浴直前値の84%増を示し,浴直前値と比べ有意差が

認められた(p<0.05).また第2回熱気浴では,浴前値

に比べ浴直後には有意の減少傾向を示した (p<0.05).

その後は漸増し,60分後にはほぼ浴前値に復し,120分

後には浴前値の109%増を示し浴前値との間に有意差を

認めた (p<0.05).すなわち,耳菜採血という刺激に

よっても白血球数は増加傾向を示すが,その程度は熱気

浴による変動に比べ軽度であり,第1回実験と比べ,罪

2回実験では慣れのためかその変動はさらに軽度であっ

た.

一方熱気浴による変動は,第1回,第2回実験とも

120分後に著増傾向を示したが,熱気浴直後および30分

後の変動は,第1回実験では軽度増加,第2回実験では
FLll･]皮な減少と相異なる結果が観察された.(TableI.

Figl)
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Table 1.In且uenceofhot-airroomonnumericalchangesofleucocytesinguineapigs

Non-treatedgroup Hot-airroomtreatedgroup

Numberofleucocytes(/mm3)

omin 30min 60min 120min

Numberofleucocytes(/mm3)

Before omin 30min60min120min

Firstexperiment

l. 7570 9500 9050 18700

2. 5175 5400 6100 6600

3. 5050 5450 7375 6000

4. 5100 5375 5000 7250

5. 4250 6550 5625 8500

Average 5425* 6455 6630 9410

土561 士793 土720 土2359

Secondexperiment

l. 4475 5950 4200 6425

2. 5050 5950 4550 4750

3. 10300 9525 10600 9400

4. 7250 7775 9025 10050

5. 7450 6600 7575 6000

Average 6905 6910 7190 7325

±1032 ±821 ±1246 ±1023

Firstexperiment

l. 11550

2. 5775

3. 9550

4. 4875
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±544 ±685 ±1261

*Mean±SEM

2.好中球数の変動

好中球数は,対照群では第1回および第2回実験いず

れにおいても漸増傾向を示したが,0分値と120分値の

間に推計学的に有意差は認められなかった.

一方,第1回熱気浴では好中球数は漸増 (120分後に

は浴前値の178%増と有意の増加を示した (p<0.02).

また,第2回熱気浴では,浴直後には浴前値に比べて

67%の減少を示し(p<0.05),浴直後以降は漸増し120

分後には浴前値の172%増を示し,浴前値との間に有意

差が認められた (p<0.05).すなわち,好中球の変

動は,白血球数とほぼ同様の動きを示した (Tatlle2.

Fig2).

3.リンパ球数の変動

リンパ球数は,対照群ではほとんど変動は認められな

かった.

-方,第1回および第2回熱気浴とも浴直後には軽度

の減少を示したが,60分後には浴前値に復 し,120分後
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には再度軽度の減少を示した.いずれも浴前値との間に

有意差は認められなかった (Tables.Fig3).

4.単球数の変動

単球数は,対照群ではほとんど変動は認められなかっ

た.一方,第1匝トおよび第2回熱気浴いずれにおいて

も,浴直後には軽度減少,30分後には浴前値に復し,120

分後には軽度増加を示したが,いずれも浴前値との間に

有意差は認められなかった (Table4.Fig4).

5.好壇基球数の変動

好塩基球数は,対照群ではほとんど変動は認められな

かった.一方,第1回および第2回熱気浴とも,浴直後

は浴前値とほぼ同じ値を示したが,30分後には第1回目

には浴前値の60%滅,第2回目は16.2%減を示した.し

かし,いずれも浴前値との間に推計学的には有意差は認

めらjlなかった.また個々のモルモットについて検討す

ると,第1回実験では4匹中3匹,第2回実験では5匹
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Fig.1.ChangesofleukocytecountinguineaplgS

中3匹が浴前値に比べて減少傾向を示した.熱気浴後30

分で減少傾向を示した好塩基球は,その後漸増傾向を示

し,60分後にははば浴前値に復した.また,120分後に

は第1回目では浴前値の32.7%増,第2回目では120分

後には326.2%増を示し,好中球にやや類似した変動が

観察された (Tables.Figs).

6.好酸球数の変動

好酸球数は,対照群では第1し山 第2回実験とも軽度

の漸増傾向を示したが,0分値と120分値の問に有意差

は認められなかった.

一方,第1lpj熱気浴では,30分後に最も低い値を示し

たが,浴前値との間に有意差は認められなかった･また

第2回熱気浴では,浴直後に浴前値に比べ55.7%の減

少を示しその後増加傾向を示し,60分後には浴前値に復

し,120分後には再び浴前借の45.5%の減少を示した

が,いずれも浴前借との間に有意差は認められなか っ

た.しかし,個々のモルモットにおいてほ,第1回熱気

浴では4匹中3匹,第2回熱気浴では5匹中3匹が30分

値,60分値,120分値いずれも浴前値よりも減少してい

た (Tab)e6.Fig6).

7.Enrloff細胞の変動

Kurloff細胞は,対照群では著変を認めなかった.一

方第1凹熱気浴においては,漸増傾向を示 し,120分後

には浴前値の138.2%増と有意の増加を示した (p<0.0

5).第2回熱気浴においては浴直後に減少 し以後増加

し,120分後には浴前値の67.4%増を示したが有意差は

認められなかった.すなわち,熱気浴前後のKurloff細

胞の変動は,単球とほぼ類似した変動を示した (Table

7.Fig7).
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Table2. hAuenceofhot･airroomonneutrophilcountinguineapigs

Non-treatedgroup

Numberofneutrophils(/mm3)

omin 30min 60min 120min

Hot-airroomtreatedgroup

Numberofneutrophils(/mm3)

Before Omin 30min 60min 120min

Firstexperiment

l. 2325

2. 3519

3. 2828

4. 2524

5. 3417

Average 2926*

±236
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±756 士699
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average ±421 ±398 ±483 ±897 aVerage±877 土701 j=667 ±894 士2267
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考 案

熱気浴の血球成分に及ぼす影響についての研究はあま

り多くみられない.阿部 (阿部,他,1958)らは須川温

泉の蒸気浴により,浴客を対象とした検討において,白

血球数は浴中減少し,浴後増加すると報告している･ま

た森永 (森永,1958)は,三朝温泉の蒸気浴により白血

球数は浴後減少し,好酸球は浴直後62%の減少があった

と報告している.今回著者らの実験では,第2回熱気浴

(室温43oC,湿度75%)では,白血球数は浴直後浴前借に

比べて有意の減少を示し,120分後には有意の増加を示

し,阿臥 森永らの報告とほぼ一致する成績であった･

帯1回熱気浴室 (室温40dC.湿度87%)では,白血球数

は浴直後浴前値に比べて軽度の増加 (9%増)を示した

が,対照群においてみられるどとく,採血という刺激の

みによっても同程度の増加は認められることより,この

浴直後の変動は熱気浴の影響を表わしているかどうか明

らかでなかった.また,浴直後の変動が第1回と第2回

の実験で異なる傾向を示したことは,両実験における熟

気浴室の温度差やある程度の慣れの現象が関与している

可能性もあると考えられた.また,好中球は白血球と同

様の変動を示しており,白血球の変動は主に好中球の変

動が関与しているものと考えられた.好塩基球の変動

は,個休差が大きかったが,平均値でみると30分後には

減少し,120分後には上昇する傾向がみられた.好酸球

は.第1回と第2回熱気浴では多少変動が異なるが,個

々のモルモットでは9匹中6匹が30分値,60分値,120

分値いずれも浴前値よりも減少しており,対層群におけ

る増加傾向とは対照的であり,森永の報告のごとく浴後

好酸球は減少傾向を示すものと考えられた.以上のよう

な好塩基球,好酸球の変動がどのような機序で生じてい

るのか今回の実験では不明であるが,温浴が一種の刺激

として作用し,下垂体が刺激されACTHを介して副腎

.ホルモン分泌が促進されるという報告があり (八田,19

66),また副腎,ホルモン投与により,好塩基球,好酸球

は減少する傾向 (木村,他,1970)があるので,副腎ホ

ルモンがある程度この変動に関与している可能性もある
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が,なお検討の余地が多い.いずれにせよ,これらの血

球が血管外に遊出あるいは休内のどこかに貯留される可

能性は強い.なお,ラドンの生体への影響については今

回の実験では明らかではなかった･いずれにしても今後

検討すべき課題である.また,今回は単回熱気浴による

変化をみたが,この場合その熱気浴の刺激量と性質を表

わす目安とはなるが,温泉療養の効果を表わすものでは

なく,大島 (大島,1949)らほ連浴することにより白血

球の浴後の変動の巾が小さくなってくると報告 してお

り,今後連浴によりどのような変化が出てくるか観察す

る必要があると考えられる･

結 語

含放射能…ナトリウムー塩化物 ･炭酸水素塩泉である

研究所分室地下の熱気浴室にモルモットを単回入浴さ

せ,血液細胞に及ぼす影響を検索し次のような結論を得

た .

①白血球数は,浴直後は浴室温が40oCであった第1回実

験では軽度の増加を示したが,浴室温が43oCの第2回実

験では有意の減少を示した.しかし,両者共120分後に

は有意の増加を示した.

④好中球数は白血球数と同様の変動を示し,白血球数の

変動は主に好中球が関与しているものと考えられた.

③リンパ球はほとんど不変かあるいは軽度の減少傾向を

示した.

④好塩基球は,浴後30分には減少傾向,120分後には増

加傾向を示すものが多かった.

⑨好酸球は,浴後減少傾向を示すものが多かった.

⑥単球,kurloff細胞数は,程度の差はあれ,いずれも

熱気浴後軽度の増加傾向を示した.
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Table3.1m且uenceofhot-airroomonlymphocytecountinguineapigs

Non-treatedgroup Hot-airroomtreatedgroup

Numberoflymphocytes(/mm3) Numberoflymphocytes(/mm3)

omin 30min 60min 120min

Firstexperiment

l. 4666

2. 1242

3. 1616

4. 1173

5. 561

Beforeomin 30min 60min 120min
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Table4.In且uenceofhot-airroomonmonocytecountingulneapigs

Non-treatedgroup Hot-airroomtreatedgroup

Numberofmonocytes(/mm3) Numberofmonocytes(/mm3)

omin 30min 60min 120min Before omin 30min 60min 120min

Firstexperiment

l. 513 646 326 972

2. 259 243 244 224

3. 485 469 546 384

4. 374 301 270 406

5. 153 367 338 408

Average 357* 405 345 479

± 68 ±71 ±53 士 128

Secondexperiment

l. 215 250 202 308

2. 162 263 182 190

3. 453 343 890 602

4. 421 327 451 804

5. 224 383 439 180

Average 295 313 433 417

Total

Firstexperiment

l. 1247 1098 1248 1188 1400

2. 554 692 813 475 1160

3. 649 268 560 593 573
4. 468 508 483 421 505

Average 730 642 776 669 910

士 176 土 175 士 172 ± 177 ±220

Secondexperiment
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Table5.Influenceofhot-airroomonbasophilcountinguineaPigs

Non-treatedgroup Hot-airtreatedgroup

Numberofbasophils(/mm3) Numberofbasophils(/mm3)

omin 30min 60min 120min Beforeomin 30min 60min 120min

Firstexperiment

l, 15

2, 52

3, 71

4. 34

5. 17

Ave∫age 38*

士11
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2

5

7

3

6

5

1

7

1

1

5

2

1

士

45

2

舶

10

11

42

27

1

士

76

27

76

㌶
13

43

14士

Firstexperiment

l. 92 73

2. 12 27

3. 38 38

4. 78 87

Average55 56

±18 ±14

52 31 22
27 13 29

3 88 26

10 45 217

23 44 74

±11 士16 ±48

Secondexperiment

l. 36

2. 40

3. 62

4. 44

5. 30

Ave∫age 42
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Table6.Infhenceofhot-airroomoneosinophilcountinguineapigs

Non･treatedgroup

Numberofeosinophils(/mm3)

omin 30min 60min 120min

Firstexperiment

l. 15

2. 26

3. 20

4. 43

5. 34

Average 27*

±5

SecondexperimeIlt

l. 116

2. 30

3. 41

4. 73

5. 75

Average 67

±15

Total

aVerage ±10

*Mean±SEM
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Table7.Influenceofhot-airroomonKurloffcellcountin酢1ineapigs

Non･treatedgroup Hot･airroomtreatedgroup

NumberofkurlofEcells(/mma) Numberofkurloffcells(/mm3)

0min 30min 60min 120min Before omin 30min 60min 120min

Firstexperiment

l. 15

2. 78

3. 30

4. 85

5. 68

Average 55*

± 14

2
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8
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11
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83
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1

7

1

1

±

7

4
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3

1

6

7
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5

4

4

3

6

1

1

±

Firstexperiment

l. 462 537 728 375 875

2. 116 160 81 92 348

3. 76 77 300 263 365

4. 59 87 7 7 211 108

Average178 215 297 235 424

±95 ± 109 ± 153 士 59 士 161

Secondexperiment

l. 36 36 25 39

2. 101 66 55 67

3. 124

4. 116

5. 179

Average 111

33 276 226

87 271 362

92 167 132

03 159 165

Secondexperiment

l. 94 35

2. 152 43

3. 231 54

4. 87 44

5. 86 53
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average ± 16 士 avera g e ±42 ± 53 士 72 土 33 ± 79

*Mean±SEM
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EFFECTOFHOT-AIRROOAITREATMENTON

PERIPIIERALI.EUCOCYTESINGIJINEAPIGS

1.EFFECT OF SINGLE30WIN.lIOT-AIR

ROOM TREAT】旺ENT ON IJEUCOCYTES

COtJNT

byYasuhiroODA,KeikoNISIIIMURA,Haruki

KoMAGOEandYoshiroTANIZAlH

DepartmentofMedicine,OkayamaUniversity

MedicalSchool,MisasaMedicalBranch

Abstract:Effectofhot-airroom treatment

onperipheralleucocyteswasexaminedinguinea

pュgsbyobservlngthenumericalchangesafter

thetreatment.Theresultswereasfollows.

1.Numberoftotalleucocyteswasdecreasedim-

mediatelyafterhot･airroomtreatmentwith

aroomtemperatureof43DC,humidityof75187

% andrapidlyincreasedfrom30to120min

afterthetreatment.Numericalchangesof

neutropbilsshowedasametendencyasthat

oftotalleucocytes.

2.Lymphocyte count was not changed or

slightly decreased afterthehot･airroom

treatment.

3.Numberofbasophilswasdecreased30min

afterthetreatment and then increased,

differing from that ofeosinophils which

showedadecreasedtendency120minafter

thetreatment.

4.NumbersofmonocytesandKurlo∬cellswere

slightlyincreasedafterthetreatment.




